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1：はじめに（問題関心）
問い
(1)消防団メンバーに関する問い
・浜田市の消防団メンバーは、消防団の活動にどの程度参加し、どのような場合参加
できていないのか？
・どのようなきっかけを通して消防団の活動に参加し、どのような活動にやりがいを感
じて、どのような技能面での成果を得ているのか？
一方で、消防団の活動のどのような点に課題を感じているのか？
・消防団の活動の背景として、ふだんどのような地域での生活を送っているのか？

(2)消防吏員に関する問い
・消防吏員は、どのような業務状況にあり、消防団員に対してどのような役割を期待し
ているのか？

(3)(1)と(2)において、どのような一致あるいは乖離が見られるのか？



1：はじめに（問題関心）
社会的意義

・災害発生時の迅速な対応につながる地域環境の把握等に関して、専門家である消防・自衛隊等のみでは困難。

⇒消防団はじめ地域住民による情報、専門家と住民との連携も重要（甲斐2025、後藤2012、祝原・斎藤2012：109・
114）。

ex  災害発生時等において、公的支援が始動する前段階で、消防団と自主防災組織との間の共助が必要（濱口2020：
32）

⇒消防団員の増員必要。

【地域とのつながりによる災害対応】

・阪神淡路大震災を契機に、消防団の役割への評価の向上。地域住民との平時からの協力による災害発生時の迅速な
支援に。

：平時から地域住民と消防団員の協力関係が存在した地域（淡路市など）で、以上の平時からの協力の結果、生き埋め
となった住民や場所等の情報を消防団員が保有しており、救助率の高さにつながったケース（濱口2024：26）。

・消防団活動自体が、地域の中間集団（町内会等）とのつながり、まつりごととの密接な関係を通じて、防災・災害対応を
超えた、地域社会のコモンズ（共有資源）の場の形成に資する可能性も（山本2017：80）。

【専門家とのつながりによる防災対応】

・地域住民、専門家双方とのつながり（出動時等における消防吏員と消防団員との協力）（濱口2020：22）によって、防
災対応等を行う非常勤の特別職公務員＝消防団員。



1：はじめに（問題関心）
【消防団活動の課題】

⇔

・消防団員数は減少傾向（1990年度996,743人→2024年度746,681人）。

（⇔ただし学生消防団員数、女性消防団員数は増加傾向）（総務省）

・消防団員に占める他地域で就労することも多い被雇用者の割合上昇（地域に密着した自営業者の割合の減少）、団員
の高齢化（濱口2020：24）。

・性別や世代、地域滞在年数による閉鎖性（自分たちのまちを自分で守るという意識の強さが一時滞在の学生等を排除
してしまう可能性など）を懸念する声も（山本2017）。

・消防団員の活動が危険を伴うケースも。

ex 東日本大震災での254人の死亡、2人の行方不明（濱口2020：34）。

・消防団のイベントである消防操作法大会が負担、仕事との両立、プライベート確保などの意見。

⇒競技大会のための訓練よりも、現場での応用重視へのシフトも（濱口2020：23）。

・地域社会や自治体における消防団の意味づけの低下を懸念する声（山本2017：80）。



1：はじめに（問題関心）
【従来の消防団員増加のための取組】

・消防団員の報酬や出動手当増額（主に男性からの意見）、地域住民に対して消防団活動を広
める（主に女性からの意見）、活動や訓練の負担緩和、体験活動を通じた団員との対話の機会、
女性や学生団員増加などの提案（富山県2021：16）。

消防団以外の場面もふくめた地域での対人関係に注目した消防団員増加対策としては、

・自治会やPTA、自主防災組織など地域の諸組織をつなぐ「橋渡し型」社会関係資本の存在、
そのような人物が地域にいること（山本2017：83）。

・事業所に所属従業員の消防団活動参加への理解を求める働きかけ、消防団活動に協力した
事業所に対する利点（免税措置、入札参加資格の加点など）を提供している自治体や制度

（消防団協力事業所表示制度：2006年度～）も（濱口2020：29）。



1：はじめに（問題関心）
消防団員が活動する社会背景
・個人化（個人の選択の自由）と連帯（つながりを求める志向）が同時に強まっている時代。

→

それゆえ、

・専門家・地域の連帯の担い手・地域住民の関係の検討を、長所・課題双方含めて求められる時代

(a)地域のつながりを通じて、専門家に地域住民のニーズを伝達できているか？

(b)地域のつながりの担い手は、地域住民の多様性を反映したものになっているか？

(c)つながりを通じた支援が地域住民にとって、技能習得、実際の支援、支援者同士の対人関係等で過大な負
担になっていないか？（小林2013を修正）

(d)地域のつながりが、個々の地域住民のプライバシー侵害になっていないか？

（以上、藤村2013を修正）。

⇒

・以上(a)～（d)が、災害対応における地域のつながりの担い手でもある消防団活動において、どのように表れて
いるのか？



1：はじめに（問題関心）
⇔

・消防団活動への参加を増やすためには、消防団員のふだんの生活状況との調和も必要。

⇒消防団員の日常生活の把握が重要。

：特に、仕事や家庭生活との調整の必要性をふまえると、団の活動が

仕事や家庭生活における技能に役立つかどうかも大切。

・消防団員の活動参加への動機づけに関する研究の不足（山本2017：80）。

⇒

・消防団の活動そのものの（負担に加えて）やりがいや成果を見ることも必要。

⇒団への参加の誘因は、負担緩和だけではなく、＋の成果も影響しうる。

⇒担い手確保や円滑な支援のためには、活動そのものだけではなく、地域住民からの評価も大切

（甲斐2025：54参照）

・消防吏員との連携もふまえると、消防吏員の活動状況や消防吏員から消防団員に対する期待の把握
も必要。



2：浜田市消防団の概況
・浜田市消防団（実員数729名：女性36人・男性693人）・分団数30

→報酬：年額36,500円（団員）、出動報酬（火災・風水害等の災害とも8,000円）（令和7年4月1日）

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan/welcome/search/item/pdf/02hamadasisyouboud
ann.pdf

⇔

令和2年：862人より減少（女性39人、男性823人から減少）

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan/item/pdf/welcome/search/32/2.pdf

・浜田市消防吏員（吏員数127名：うち女性3名：令和6年4月1日現在）

→火災出動回数24件・救急出動回数3268件・救助出動回数41件（令和5年中）

https://www.fdma.go.jp/relocation/josei_shokuin/previous/honbusaerch/320005_shimane/73
803.html

2026年2月10日閲覧.

＊以下、アンケート調査の項目について、消防団活動等は、富山県（2021）、阿南町（2022）、南あわじ市
（2022）等、地域活動への参加については轡田（2017)等を参照して作成。

https://www.fdma.go.jp/relocation/josei_shokuin/previous/honbusaerch/320005_shimane/73803.html


3：報告に使用する調査

(1)2025年9月に実施した浜田市消防本部消防吏員に対するオンラインで
のアンケート調査（formsで実施）。回答者93件。

(2)2025年7月22日に、浜田市消防本部で、消防吏員2名に対して、報告者
と甲斐葵大（島根県立大学地域政策学部角ゼミ4年生：当時）が共同で実施
したインタビュー調査。

同年8月12日に、熊本市消防局で甲斐葵大が実施したインタビュー調査。

＊震災に際して支援地域の経験のある浜田市（能登半島地震時）と受援地域の経験のあ
る熊本市（熊本地震時）をインタビュー対象地域として選択。

（テープ起こしは、東京反訳に委託）



3：報告に使用する調査

(3)2025年10月～2026年1月にかけて浜田市消防本部を通して、消防団に依頼して、
消防団員に対して紙媒体で実施したアンケート調査。

：回答者453件のデータを本報告の分析で使用。

性別：女性27名、男性398名

消防団加入年数：20年以上44.4%、16～20年13.5%、11～15年13.5%、6～10年10.4%、

4～5年4.9%、3年以下7.1%。

（アンケート調査データ入力は、下府分団を除いて、株式会社マイビジネスサービスに委託。下府分団は、報告
者が入力）

＊本報告に使用する調査の実施に際しては、島根県立大学浜田キャンパスの倫理審査を受け許可を得た。

＊本報告に使用するデータは、あくまでも調査対象者個人の見解を示すものであり、所属組織の公式の見解
と一致するとは限らない。

＊分析結果の一部に、甲斐葵大の2025年度島根県立大学地域政策学部卒業研究「災害時における支援
者の活動の実情と支援者のケアについての考察」の成果を使用している。



4：分析の結果(1)消防団員調査
消防団員の世帯構成

・消防団員の世帯構成は、夫婦と子から成る世帯が最多（26%）、次に多い
のが夫婦世帯（22%）⇔ひとり暮らしは少なめ（10%）。

43, 10%

100, 22%

47, 10%

24, 5%

117, 26%

14, 3%

59, 13%

7, 2%
28, 6%

14, 3%

消防団員の世帯構成

ひとり暮らし

あなたと配偶者のみの世帯

あなたの両親とあなたから成る世帯

あなたのひとり親とあなたから成る

世帯

あなたと配偶者とあなたの子どもか

ら成る世帯

あなたとあなたの子どもから成る世

帯

あなたの両親（のいずれか）とあな

たと配偶者と子どもから成る世帯

あなたの両親（のいずれか）とあな

たとあなたの子どもから成る世帯

そのほか

無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
消防団活動への参加の程度

・ほぼ出勤、仕事がなければ出勤が相対的に多い。ほとんど出勤せずは少なめ。

ex ほぼ全部出勤122件、仕事中以外はほぼ出勤が137件。

⇔ほとんど出勤できていない158件。
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ほぼ全部出勤

約半分出勤

仕事中以外はほぼ出勤

家庭の用事がなければほぼ出勤

ほとんど出勤できていない

消防団活動への参加の程度



4：分析の結果(1)：消防団員調査
団の活動に参加できない理由

・消防団活動に参加できない理由としては、仕事優先の本人の考えが多い。

⇔一方、勤務先が消防団活動に理解を示していないわけではない。

ex ふだんの仕事を優先したい254件⇔勤務先から理解が得られない24件。
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24

81

8

32

3

3

57

46

71
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ふだんの仕事を優先したい

勤務先から理解を得られない

勤務先が遠い

学校や研修などの授業がある

体力的に厳しい

危険を避けたい

家族に止められる

家族の世話で忙しい

自分の余暇の時間がほしい

そのほか

消防団活動に参加できない理由



4：分析の結果(1)：消防団員調査
ふだんの仕事時間

・ふだんの仕事時間は、40時間以上50時間未満が最大。

ex 40時間以上50時間未満49%。

26, 6% 18, 4%

23, 5%

1, 0%

17, 4%

61, 13%
221, 

49%

44, 10%

26, 6% 16, 3%

ふだんの仕事時間

仕事はしていない 20時間未満 20時間以上30時間未満

4 30時間以上35時間未満 35時間以上40時間未満

40時間以上50時間未満 50時間以上60時間未満 60時間以上

無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
ふだんの家族関連時間

・仕事がある日の家事・子育て・介護時間は2時間未満が多い。

ex 2時間未満73%。

333, 73%

60, 13%

16, 4%

5, 1%
9, 2% 30, 7%

仕事がある日の家事・子育て・介護時間

2時間未満 2時間以上4時間未満 4時間以上6時間未満

6時間以上8時間未満 8時間以上 無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
消防団に参加したきっかけ

・団員からの勧誘がきっかけとして最多。

⇔地域の人との交流や消火活動への関心は少なめ。

ex 消防団員からの勧誘が322件⇔地域の人と知り合い交流したかったためは12件。

322

39
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29
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9
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消防団員からの勧誘

家族・親族から勧められて

町内会・自治会の知り合いから勧められて

勤務先で勧められて

家族や周囲に消防団員や消防吏員がいたため

なんらかの形で地域に貢献したかったため

消火活動に関心があったため

地域の人と知り合い交流したかったため

そのほか

消防団に参加したきっかけ



4：分析の結果(1)：消防団員調査
消防団活動の成果

・防災意識の向上が多い。

⇔地域での交流の広がりや普段の仕事・家庭生活への有用性は少なめ。

ex 防災の意識が身に付いた266件。地域において余暇のときに交友を深められる人が増えた78件。

ふだんの仕事で役に立つ作法・技術が増えた41件、家庭生活で役に立つ技法が増えた26件。

266

204

72

67

78

41

26

65

12

0 50 100 150 200 250 300

防災の意識が身に付いた

消防や防災の技術が習得できた

地域の人から信頼されるようになった

地域において困ったときに相談できる知り合いが増えた

地域において余暇のときに交友を深められる人が増えた

ふだんの仕事で役立つ作法・技術が増えた

家庭生活で役立つ技法が身に付いた

特にない

そのほか

消防団をしていてよかったこと



4：分析の結果(1)：消防団員調査
ふだんの仕事の職種

・ふだんの職種は、技能・労務・作業系の職業が多め。

⇔事務・営業系の仕事は少なめ。

ex 技能・労務・作業系の職業が34%⇔事務・営業系の仕事14%。

39, 9%

59, 13%

62, 14%

37, 8%

1, 0%

154, 34%

2, 0%
42, 9%

31, 

7%

26, 6%

ふだんの仕事の職種

専門・技術系の職業

管理的職業

事務・営業系の職業

販売・サービス系の職業

5

技能・労務・作業系の職業

6

農林漁業職

そのほか

無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
ふだんの仕事の雇用形態

・ふだんの雇用形態は、常時雇用されている一般従事者が過半数。

ex 常時雇用されている一般従事者62%。

31, 

7%

268, 62%

30, 7%

19, 4%

53, 12%

12, 3%

9, 2%

11, 3%

ふだんの仕事の雇用形態
経営者・役員

常時雇用されている一般従

事者（公務員含む）
臨時雇い・パート・アルバ

イト
派遣社員・契約社員・嘱託

社員
自営業主・自由業者

自営業の家族従業者

現在、仕事はしていない

無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
消防団活動のやりがい

・災害対応の活動やそのための訓練にやりがいを感じる者多め。

⇔行事サポートは少なめ。やりがいを感じない団員も一定数。
ex 火災現場での消火活動203件。まちの行事のサポート70件。特にない109件。

203

160

70

87

122

60

109

10

0 50 100 150 200 250

火災現場での消火活動

大雨のときの警戒や水防活動

まちの行事のサポート

警戒や広報活動

ポンプ操作などの訓練活動

消火設備や資機材の点検

特にない

そのほか

消防団活動でやりがいを感じる場面



4：分析の結果(1)：消防団員調査 消防団活動の課題
・若手団員不足に課題を感じる者が多い。訓練の負担、報酬の少なさも一定数。

⇔団内の対人関係、惨事ストレスは少なめ。

ex 若い世代の団員が不足している311件。報酬や手当が少ない108件、ポンプ操作などの訓練の負担が大きい102件。

⇔凄惨な光景でのショック18件、団内の人間関係に気をつかって疲れる36件
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危険性が高い

凄惨な光景でのショック

資機材の不足

団の行事が多い

ポンプ操作などの訓練の負担が大きい

訓練の内容が実際の活動に役立たない

活動に関する自身の知識・技能の不足

消防団員による企画の活動を増やしたい

消防本部企画の活動を増やしてほしい

ふだんの仕事に支障が出る

家庭生活に支障が出る

報酬や手当が少ない

団内の人間関係に気をつかって疲れる

消防吏員とのコミュニケーションで疲れる

火災・事故の被害者とのコミュニケーションが難しい

地域住民から消防団の貢献が知られていない

休みの時間が減る

若い世代の団員が不足している

中堅世代の団員が不足している

ベテラン世代の団員が不足している

女性の団員が不足している

特にない

そのほか

消防団の活動の課題



4：分析の結果(1)：消防吏員調査
消防団活動の課題への消防吏員による対応

・消防団員の惨事ストレスの少なさの背景として、火災現場での捜索等の凄惨なシーン
にはたどりつかないように、消防吏員によるケア・管理が行われていること。

⇔消防吏員は惨事ストレス多め（スライド42参照・甲斐2025：8）。

「いろんな悲惨なシーンを見るっていうことも、ちょっとお話ししましたけど、消防団員さんに関しては、最
終的に悲惨な現場までたどり着くことがないことのほうが多いので、たまたま先に行って出合うシーンは
あるかもしれんですけども、そもそも例えば火災で取り残しがあって、捜索っていう時には消防団員の方
は入らないので。」（20２５年7月22日聞き取り調査：浜田市消防本部・消防吏員A氏）

「その辺は逆にケアしますし、こちらも。そういったもし状況があって、その辺危ないなと思ったところには、
やっぱりそこは吏員が管理する。消防団さんはその周辺の側のほうの活動に回ってもらうっていうとこで、
ある程度はケアをしながら活動もします。」（2025年7月22日聞き取り調査：浜田市消防本部・消防吏
員B氏）



4：分析の結果(1)：消防団員調査
消防団員のこれまでの地域居住経験

・ずっと現在の市町村に居住している者が大半。移住者は少ない。

ex ずっと現在居住している市町村55%⇔Iターン7%。

248, 55%120, 27%

33, 7%

11, 2%
41, 

9%

これまでの居住歴

ずっと現在居住している市町村 Uターン Iターン そのほか 無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
ふだんの地域での交流

・他人の人との交流にわずらわしさを感じる者は3分の1程度で、少なめ。

21, 5%

122, 27%

212, 47%

66, 14%

32, 7%

地域の人との交流を煩わしいと感じること

よくある ときどきある あまりない まったくない 無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
近所の人からの支援

・近所の人への生活の相談については、少なめ。
ex 「近所の人に生活の相談に乗ってもらうことがありますか」：あまりない39%、まったくない29%。

12, 3%

98, 22%

178, 39%

134, 29%

31, 7%

近所の人への生活の相談

よくある ときどきある あまりない まったくない 無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
職場を通じた地域活動への参加

・職場を通じた地域参加は多め。

ex 積極的に参加している18%、ある程度参加している35%。

80, 18%

160, 35%
61, 

13%

90, 20%

62, 14%

職場参加としての地域活動

積極的に参加している ある程度参加している あまり参加していない

参加していない 無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
趣味の地域活動

・趣味の地域活動参加者も、一定程度いる。

ex 積極的に参加している18%、ある程度参加している30%が、あまり参加していない
16%、参加していない23%を上回っている。

81, 18%

135, 30%

74, 16%

106, 23%

57, 

13%

趣味の地域活動

積極的に参加している ある程度参加している あまり参加していない

参加していない 無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
町内会・自治会の地域活動

・町内会・自治会への参加は多め。

ex 積極的に参加している37%、ある程度参加している43%。

167, 37%

194, 43%

33, 7%

19, 4%
40, 9%

町内会・自治会の活動

積極的に参加している ある程度参加している あまり参加していない

参加していない 無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
学校を通じた活動への参加

・学校の同窓会やPTA活動への参加は、やや少なめ。

ex 積極的に参加している14%、ある程度参加している27%

⇔あまり参加していない15%、参加していない29%。

62, 14%

120, 27%

69, 15%

133, 29%

69, 15%

同窓会やPTA活動

積極的に参加している ある程度参加している あまり参加していない

参加していない 無回答



4：分析の結果(1)：消防団員調査
NPOや非営利の活動への参加

・NPOやボランティアへの活動は、かなり少ない。

ex 積極的に参加している6%、ある程度参加している16%。

26, 6%

73, 16%

77, 17%
206, 45%

71, 16%

NPOやボランティア活動

積極的に参加している ある程度参加している あまり参加していない

参加していない 無回答・そのほか



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
消防吏員：消防団員に期待すること

・消防吏員は、消防団員に、技能向上・地域環境の情報伝達の役割を期待。

ex 消防や防災の技術の向上63件、地域の環境・情報の消防吏員への伝達57件。

⇔消防吏員の役割・活動の地域住民への発信は26件。

63

33

57

26

42

6

7

0 10 20 30 40 50 60 70

消防や防災の技術の向上

現場での被災者・被害者との

コミュニケーションスキルの向上

地域の環境・情報の消防吏員への伝達

消防吏員の役割・活動の地域住民への発信

消防団員の活動の地域住民への発信

すべて消防吏員が責任を負うので、大きな

役割を期待していない

その他

消防団員に期待する役割



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
地域住民とのコミュニケーションがどの程度得意か

・地域住民とのコミュニケーションは得意な者が多めだが、苦手な者も一定割合。

ex とても得意3%、得意55%、やや苦手36%、苦手3%。

3, 3%

51, 55%

33, 36%

3, 3% 3, 3%

被災者・被害者以外の地域住民

とのコミュニケーション

とても得意 得意 やや苦手 苦手 無回答



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
地域環境の把握

・地域環境の把握が不十分と考える吏員が半数程度いる。

ex 「地域住民の生活状況や地域環境を十分に把握できている」について、

あまりそう思わない45%、そう思わない6%⇔とてもそう思う3%、そう思う45%。

3, 3%

42, 45%42, 45%

5, 6% 0, 0% 1, 1%

地域住民の生活状況や地域環境を十分に把握

できている

とてもそう思う そう思う

あまりそう思わない そう思わない

業務においてケースが存在しない 無回答



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
地域住民からの評価

・消防吏員に対する地域住民からの評価は高めだが、不十分と考える者も一定数。

ex 「住民から消防吏員の活動を高く評価されている」について、あまりそう思わない37%、そう思わない
4%⇔とてもそう思う6%、そう思う52%。

6, 6%

48, 52%

34, 37%

4, 4% 1, 1%
0, 0%

消防吏員の活動が住民から評価されているか

とてもそう思う そう思う

あまりそう思わない そう思わない

業務においてケースが存在しない 無回答



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
地域住民からの評価

・住民からの評価の不十分さを指摘する消防吏員の見解。

「どっちかっていったら消防士、ファイヤーマン、パラメディック、救急隊、みんなヒーローなん
だけど、日本はまだそういった日頃から市民権がないから、だから最近東京とか都会で、救
急隊がコンビニ行って買い物するのに、文句言わないでくださいねっていうようなコマーシャ
ルすること自体が、ほんとはおかしいじゃないですか。そういうところでやっぱりまだまだ日本
の市民権、われわれに対する市民権っていうのは、まだまだっていうところが感じるとこです
よね。」

（2025年7月22日聞き取り調査：浜田市消防本部：消防吏員A氏）



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
学校教育を通じた消防活動に対する関心の向上

・学校教育を通じた消防の活動の発信を通じた消防団や消防吏員の活動に対する

社会的関心の喚起の重要性。

「学校で子どもたちに消防団の活動を教えて、子どもたちに消防の仕事に興味を持ってもらう。あわよくば消
防職員になってもらったり、お父さんの団員さんの姿見て、自分も地域を守りたいなっていう団員さんになって
いくっていうような、そういったことをやってる分団さんは実はあるんですよ。ただ、それを浜田全体で盛り上げ
れるようなことができれば、子どもたちも喜んだり、それに来る親御さんも消防団入ってみようかなとか。」
（2025年7月22日聞き取り調査：浜田市消防本部：消防吏員A氏）



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
消防吏員になったきっかけ

・消防吏員になったきっかけとしては、家族や親族から勧められた者が多め。

ex 「家族・親族から勧められて」36件。

⇔「地域の知り合いから勧められて」5件。
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卒業した学校で勧められて

家族・親族から勧められて

地域の知り合いから勧められて

家族や周囲に消防吏員や消防団員がいたため

なんらかの形で地域に貢献したかたっため

消火活動に関心があったため

救急活動に関心があったため

救助活動に関心があったため

人と協働して進めていく仕事につきたかったため

その他

消防吏員になったきっかけ



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
地域環境の把握

・地域住民とのコミュニケーション不足を感じている消防吏員が多い。

ex 少ない・不足していると思う66%⇔少ない・適切である33%、多いと思う1%。

1, 1%

30, 33%

61, 66%

地域住民とのコミュニケーション

多いと思う 適切である 少ない・不足していると思う



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
不足を感じている吏員の社会経済的属性

・女性吏員の不足を感じている吏員が多い。一方、若い世代の吏員は適切との回答が多め。

ex 女性吏員（少ない・不足していると思う60%⇔適切である39%）。

若い世代の吏員（少ない・不足していると思う30%⇔適切である64%）

1, 1%

36, 39%

55, 60%

女性の吏員

多いと思う 適切である 少ない・不足していると思う

5, 6%

59, 64%

28, 30%

若い世代の吏員

多いと思う 適切である 少ない・不足していると思う



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
看護師との連携

・女性従事者の割合が高めの看護師との連携がうまくいっていないと感じる

消防吏員が一定数存在。

ex 「救急等での看護師との連携がうまくいっている」あまりそう思わない38%、そう思わない15%。

⇔とてもそう思う0%、そう思う40%。

0, 0%

37, 40%

35, 38%

14, 15%

6, 6%
1, 1%

救急などで看護師との連携がうまくいっている

とてもそう思う そう思う

あまりそう思わない そう思わない

業務においてケースが存在しない 無回答



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
惨事ストレス

・惨事ストレスの経験ありの消防吏員が多め。

ex 「救急や災害対応、給仕現場で過度の緊張を感じることがあった」よくあった36%、ときどきあった53%。

⇔あまりなかった11%。

34, 36%

49, 53%

10, 
11%

0, 0%

救急や火災対応、救助現場で過度の緊張を感

じることがあった

よくあった ときどきあった あまりなかった なかった



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）
惨事ストレス

・アフターケアが不足していると感じている消防吏員が多め。

ex 「火災対応、救急や救助終了後のアフターケアが充実している」とてもそう思う2%、そう思う32%。

⇔あまりそう思わない40%、そう思わない25%。

2, 2%

30, 
32%

37, 40%

23, 
25%

0, 0%
1, 1%

火災対応、救急や救助終了後のアフターケア

が充実している

とてもそう思う そう思う

あまりそう思わない そう思わない

業務においてケースが存在しない 無回答



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（浜田）

・アフターケアに際して、職場内での吏員の家庭生活も想起したインフォーマル
な会話によって、吏員の惨事等のストレスを緩和しているケースあり。

「災害に限らず、ほんとに一つの救急の現場でも悲惨な現場って結構あって、例えば私が経
験したのは、自分の娘が生まれた時に、同い年ぐらいの子を心肺停止で救急行って対応す
るんですけど、やっぱり自分の子どもとリンクしてしまって、すごくしんどかったっていうのも何
回も経験してますし、そういうのもやっぱり同じ現場に行くと話してきますけど、例えば立場変
わってきて、部下がそういった現場に行ったって聞いたらちょっと声掛けて、どんなかったって
いうふうな話をしたり、そんなこともちょくちょくやったりしてますけど。」(2025年7月22日聞
き取り調査：浜田市消防本部・消防吏員B氏)（甲斐2025：14）



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（熊本）

・思い通りの成果が達成できなかったときには、自身が対応した災害現場の
状況整理を行い（＝自身の責任にしない）、言語化することによって、使命感の
強さに伴う惨事ストレスを緩和しているケースあり。

「自分が行った現場で、助けられなかったことってもちろんあるんですよね。それで、自分を
救う言葉として「仕方なかったよね。あれだけ燃えとって、入れんかったもんね」とかいうのを
帰った後とか、帰りの車の中とかで言ったり。それで救われるところがあるとが思うんですよ
ね。あの火事現場で死んだのが自分の責任だって思ったら、多分受け止められないし、多分
使命感が強かったら、苦しくて仕方ないですよね。ひょっとしたら使命感の強い方はそういう
のを抱えていらっしゃるかもしれない。」(2025年8月12日聞き取り調査：熊本市消防局・
消防吏員C氏)

(甲斐2025：17）



4：分析の結果(2)：消防吏員調査（熊本）

・職場内でのインフォーマルな会話は、吏員同士の頻繁なコミュニケーションが困難
な災害現場での円滑な支援にもつながりうる。

「消防の職場関係とかチームワークって、ちょっと特殊性があって。(中略)家族よりも密接に
長い時間いたりとかいう側面があって。最近プライバシーの重視の重視だとか、個人のあれ
だとか、もちろん大事。それも大事なんですけど、それだけじゃ割り切れないとこもあるなって
いうのは、ちょっと個人的には思ってますね。仕事終わったら一切、仕事外なんでとか、昔は
そういうのがなかった時代は、休みの日もみんなで遊び行ったり、みんなで飲みに行ったり、
どんだけ一緒にいるんだっていうくらいですね。いいチームほどそういうものがあったかなっ
ていう気がしますね。やっぱりそういうチームの方が現場で動くんですよね。」

「要は、人となりが分かると、細かく指示出さなくても分かるんです。あいつはこうするだろう
とか、多分こういう指示するよねっていうのが、災害現場でコミュニケーション取るのって、難
しいんですよね。こんなに話せないじゃないですか。この人、こう助けるとかいう時に。」

（以上、2025年8月12日聞き取り調査：熊本市消防局・C氏）

（甲斐2025：19）



4：参考資料：消防吏員の業務状況

（甲斐2025）
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37
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48
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8

19

14

4

4

26

5

24

23
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上司―部下の関係がうまくいっている

救急などで医師との連携がうまくいっている

救急などで看護師との連携がうまくいっている

警察との連携がうまくいっている

住民から消防吏員の活動を高く評価されていると思う

従事したい業務に関する希望は通ることが多い

地域住民の生活状況や地域環境を十分に把握できている

睡眠時間は十分確保できている

火災対応、救急や救助終了後のアフターケアが充実している

消防吏員としての活動や日々の生活

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 業務においてケースが存在しない 無回答



4：参考資料：消防吏員の仕事における技能
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被災者・被害を受けた方とのコミュニケーション

机上での勉強を通じた専門知識の習得

現場での経験を通した専門知識の習得

ほかの職種の方とのコミュニケーション

同じ職場の方とのコミュニケーション

ほかの方も含めた日程やスケジュールの調整

被災者や被害者以外の地域住民とのコミュニケーション

仕事における得意・不得意

とても得意 得意 やや苦手 苦手 無回答



4：参考資料：消防吏員の仕事の苦労

（甲斐2025）
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救急や火災対応、救助現場で過度の緊張を感じることがあった

訓練でできたことが、現場での活動ではうまくいかないことがあった

当番中にさまざまな事案が入ってきて、感情をうまく整理できないこ

とがあった

火災や救助、救急活動の現場で支援対象の方に、

伝えるべきことをうまく伝えられないことがあった

火災や救助、救急活動の現場で支援対象の方を、自身の発言や行為で

精神的に傷つけてしまったのではないかと気になったことがあった

仕事で大変だったこと

よくあった ときどきあった あまりなかった なかった 無回答



4：参考資料：消防吏員が考える今後の業務の方向性
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人の消防吏員あたりの出動・出場件数

実践的な活動訓練

火災予防の専門知識の習得のための座学の講座

救急の専門知識の習得のための座学の講座

救助の専門知識の習得のための座学の講座

被災者・被害者や家族との現場や電話でコミュニケーションの技能を向上させるための講義・研修

他職種とコミュニケーションをとるための講義・研修

他の地域の消防吏員と活動することを想定した研修

医師や看護師とのコミュニケーションの機会

地域住民とのコミュニケーション

書類業務

若い世代の消防吏員

中堅世代の消防吏員

ベテランの消防吏員

女性の消防吏員

管理職の数

消防吏員の数や活動の多寡に関する意見

多いと思う 適切である 少ない・不足していると思う 無回答



4：参考資料：消防吏員になったきっかけ
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卒業した学校で勧められて

家族・親族から勧められて

地域の知り合いから勧められて

家族や周囲に消防吏員や消防団員がいたため

なんらかの形で地域に貢献したかたっため

消火活動に関心があったため

救急活動に関心があったため

救助活動に関心があったため

人と協働して進めていく仕事につきたかったため

その他

消防吏員になったきっかけ



4：参考資料：消防吏員の居住地域

・消防吏員の多くは、現在居住している地域にずっと住んでいる。

67, 72%

11, 12%

13, 14%

2, 2% 0, 0%

これまでに住んだ地域

ずっと現在居住している市町村 Uターン Iターン そのほか 無回答



まとめ
【知見】

1：消防活動そのものやそのための手段（訓練等）にやりがい・成果を感じている一方、

それに伴う団以外の場での活動（仕事や家庭生活、地域での交流）への効果が少ない。

⇔訓練が負担になっている者も一定割合存在。

2：他の団員からの誘いが消防団参加のきっかけに。

3：消防吏員の消防団活動の管理によって、消防団員の惨事ストレスは少なめ。

⇔消防吏員は惨事ストレス経験が多い一方で、アフターケアの不足を感じる傾向。

⇒インフォーマルな会話や言語化による状況整理が、アフターケアや円滑な惨事対応を促進す
る可能性。



まとめ

【知見】

4：消防吏員は、消防団員に地域の情報伝達の役割や防災・消防の技能向上を期待。

5：消防吏員は、地域住民との交流や地域環境の把握に課題を感じている割合が高め。

6：消防団員、消防吏員ともに、ずっと地元で過ごしてきた者が多め。

7：消防団員は若手団員の不足を、消防吏員は女性吏員の不足を感じる傾向。

8：消防吏員は医療職（看護師・医師）とのコミュニケーションに課題を感じる者が多め。



まとめ
【課題】

1：消防吏員は消防団に防災・消防技術の向上を期待している一方、訓練が負担になっているケース有。

2：仕事優先により団の活動が制約されている一方で、団の活動の成果として平時の仕事に結びつくものが少な
い。

3：消防吏員は地域環境の把握に課題を感じ、消防団に地域環境に関する情報伝達の役割を期待している一方
で、消防団の活動を通じて地域での対人関係が必ずしも広がっていない。

⇔消防団員は、地域での対人関係にわずらわしさを感じている割合少ない一方で、消防団活動が地域のコモンズ
（共有資源）づくりに必ずしも結び付いていない。

4：団員、消防吏員ともに移住者が少なく、若い世代の団員が不足。

5：消防吏員において、看護師との連携に課題が存在している一方で、女性吏員が不足。



6：今後の提言

1：技能習得のための訓練を多段階にして、消防団員の生活上の状況および消防技能に対するニーズに
応じた活動参加の方法を確保していく必要性。

2：仕事と消防団の活動がどのようにつながるのかに関する団員同士の情報交換の場の確保。

→直接の技能面以外でも仕事につながる点があれば、団の活動に参加する者が増える可能性あり。

3：「移住者」と「もとから地域にいる住民」との平時からの交流の場の拡大を通じて、消防団員を通じて
地域の情報が消防吏員に伝わる仕組みづくり、災害時の迅速な対応につながる仕組みづくりの必要性。

→消防団活動を通して地域の共有資源（コモンズ）の生成につながるような地域環境づくりへ。

→以上を通じて、若い世代、移住組の消防団員の拡大にもつながる。

4：学校教育を通じた、消防団員、消防吏員の社会貢献・やりがい・必要な技能の多面性の伝達。

→女性吏員および若い世代の消防団員の拡大につなげる
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